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第18回熊本県議会高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録 

 

平成30年12月12日(水曜日) 

            午前９時59分開議 

            午前11時８分閉会 

                   

本日の会議に付した事件 

 高速交通体系に関する件 

 熊本都市圏交通に関する件 

 付託調査事件の閉会中の継続審査について 

                   

出席委員(15人) 

委 員 長 田 代 国 広 

        副委員長 早 田 順 一 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 前 川   收 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 森   浩 二 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 河 津 修 司 

        委  員 岩 本 浩 治 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 髙 島 和 男 

        委  員 大 平 雄 一 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

                   

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 山 川 清 徳 

交通政策・情報局長 藤 井 一 恵 

      地域振興課長 倉 光 麻里子 

交通政策課長 重 見 忠 宏 

土木部 

部 長 宮 部 静 夫 

道路都市局長 上 野 晋 也 

道路整備課長 亀 崎 直 隆 

都市計画課長 坂 井 秀 一 

都市計画課政策監 尾 上 佑 介 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 高 橋 慶 彦 

 警察本部 

交通部長 古 庄 幸 男 

交通規制課管理官 坂 本 昌 弘 

                   

事務局職員出席者 

     政務調査課主幹 佐 藤   誠 

     政務調査課主幹 吉 田   晋 

                   

  午前９時59分開議 

○田代国広委員長 おはようございます。 

 ただいまから、第18回高速交通ネットワー

ク整備推進特別委員会を開催いたします。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、付託事件の審査に入ります。 

 まず、山川企画振興部長から総括説明をお

願いします。 

 

○山川企画振興部長 委員会開催に当たりま

して、御挨拶とともに、本委員会の付託案件

の概要について御説明申し上げます。 

 大きく分けて２つございますけれども、高

速交通体系と熊本都市圏交通でありますけれ

ども、第１に、高速交通体系に関する件でご

ざいます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、12月16日に、熊本

と宮崎を結ぶ九州中央自動車道の小池高山イ

ンターチェンジから山都中島西インターチェ

ンジまでの10.8キロメートル区間が開通しま

す。 

 この道路の早期の全線開通により、大規模

災害への対応に加え、沿線地域のみならず、
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九州全域の活性化等に大きく寄与することが

期待されます。引き続き、九州をつなぐ幹線

道路ネットワーク整備を加速させてまいりま

す。 

 次に、航空路線の利用促進についてであり

ますが、国際線では、10月の冬ダイヤからソ

ウル線の毎日運航が実現し、11月からは、韓

国・大邱線が新規に就航いたしました。ま

た、国内線においても、関西空港線の運航が

始まっております。 

 今後とも、阿蘇くまもと空港のさらなるネ

ットワークの拡大に、積極的に取り組んでま

いります。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 平成28年３月に策定した熊本都市圏都市交

通マスタープランで提示した交通ネットワー

クの将来像を実現するため、その実行計画と

して、熊本都市圏総合交通戦略、いわゆるア

クションプランを去る11月に策定いたしまし

た。 

 今後、各関係機関との連携のもと、進捗管

理や効果検証を行いつつ、計画的に施策を推

進し、目指すべき将来像の実現に向け、しっ

かりと取り組んでまいります。 

 最後に、熊本市内中心部から阿蘇くまもと

空港へのアクセス改善に向けた検討状況でご

ざいます。 

 これまで、鉄道延伸、モノレールの新設及

び市電延伸の３つの交通システムについて検

討してまいりましたが、今般、鉄道延伸が、

最も効果的、かつより早期に実現できる可能

性が高いという判断に至りました。 

 県民総合運動公園のアクセス改善も図るこ

とができる三里木駅からの分岐延伸ルートを

軸に、県が中心に設立する第三セクターが鉄

道施設を整備し、運行の効率化のため、ＪＲ

九州へ運行を委託する方向で検討してまいり

ます。 

 また、事業費につきましては、国から最大

限の支援を得ながら、運行開始後、これが最

大のポイントの一つでございますけれども、

既存路線の増収効果が見込まれるＪＲ九州か

ら、最大限の協力を得る方向で検討したいと

考えております。 

 このような県の基本的な検討方針をもと

に、今後、国や、鉄道延伸への協力が不可欠

であるＪＲ九州との本格的な協議を深めてま

いりたいと考えております。 

 以上、詳細につきましては各課長から説明

させますけれども、今ほど申し上げました空

港アクセスの改善については、全てを国民負

担、県民負担で丸抱えするのではなくて、民

間にも可能な範囲で最大限協力してもらう、

熊本とＪＲ九州との文字どおり新しいウイ

ン・ウインモデルを、熊本から全国に発信で

きるようにしたいと考えているところです。 

 先生方から御意見、御助言をいただきなが

ら、不退転の覚悟で、全身全霊でもって今後

の協議に臨んでまいりたいと考えております

ので、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○田代国広委員長 それでは、付託事件に関

する事業概要等の説明に入ります。 

 まず、事業概要について説明を求めた後、

その後質疑を受けたいと思います。 

 委員会の運営を効率的に行うため、説明

は、着座のまま、簡潔にお願いします。  

 では、執行部から説明をお願いいたしま

す。 

 亀崎道路整備課長。 

 

○亀崎道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会

の資料につきましては、変更した箇所を中心

に、簡潔に説明させていただきます。 

 変更部分につきましては、資料にアンダー

ラインを引いておりますので、よろしくお願

いいたします。 
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 まず、Ⅰの１の高規格幹線道路等の整備に

ついて御説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 九州横断自動車道延岡線、道路名称、九州

中央自動車道でございます。 

 現状の欄の１つ目の白丸、嘉島から山都間

のアンダーラインのところでございますが、

小池高山インターチェンジから山都中島西イ

ンターチェンジ間の10.8キロメートルについ

て、今度の日曜日となりますが、12月16日に

開通いたします。 

 引き続き、九州中央自動車道の全線開通に

向けまして、沿線自治体とともに、要望活動

など積極的に取り組んでまいります。 

 続きまして、13ページをお願いいたしま

す。 

 中九州横断道路の現状の欄の１つ目の白

丸、熊本市から大津町間の下のアンダーライ

ンのところ、都市計画手続についてでござい

ます。 

 平成30年10月18日に、都市計画道路、中九

州横断道路大津熊本線、約14キロメートルの

計画案が国より示されました。これを受けま

して、県では、都市計画決定に向けた手続に

着手いたしました。 

 先月でございますが、11月７日から14日に

かけまして、沿線地域で計５回の住民説明会

を開催いたしました。延べ321人の方の参加

があってございます。 

 引き続き、早期事業化に向けまして、都市

計画決定や環境影響評価などの手続を進めて

まいります。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 熊本天草幹線道路です。 

 一番下の今後の取り組みの欄でございま

す。 

 １つ目の白丸、熊本市から宇城市三角町ま

での、これは国が事業主体の区間でございま

すが、熊本宇土道路及び宇土道路の整備促進

の取り組みに加えまして、宇土から三角間の

計画段階評価着手を国に求めてまいります。 

 また、その下の白丸の宇城市三角町から天

草市港町までの、県が事業主体の区間でござ

いますが、大矢野市街地部について、平成31

年度の新規事業採択を国に求めてまいりま

す。 

 次に、23ページをお願いします。 

 ここからは、今年度の各路線の建設促進活

動について記載をいたしております。 

 ９月の本委員会後の主な活動内容について

御説明いたします。 

 まず初めに、①の九州中央自動車道です。 

 アンダーラインのところでございますが、

去る10月22日に、熊本県、県議会、九州横断

道路建設促進議員連盟、九州中央自動車道建

設促進期成会の合同による建設促進大会と、

国土交通省等への要望活動を行いました。 

 知事、議長、県選出国会議員、議員連盟の

皆様、沿線首長の皆様など多数の御出席のも

と、盛会に開催することができました。早朝

にもかかわらず御出席をいただき、厚くお礼

を申し上げます。 

 翌日の10月23日には、九州中央自動車道建

設促進中央提言といたしまして、熊本、宮崎

両県、両議会及び経済界の皆様に御参加をい

ただき、財務省、国土交通省、県選出国会議

員の皆様に要望を行いました。 

 また、昨日、12月11日でございますが、九

州中央３県、熊本、大分、宮崎の議員連盟に

よる要望活動が副知事同行のもと行われ、矢

部―蘇陽間の計画段階評価の早期着手につき

まして、国土交通省にさらなる要望を行って

いただきました。 

 次に、24ページをお願いします。 

 ②の南九州西回り自動車道です。 

 アンダーラインのところでございますが、

10月から11月にかけまして行った要望の中

で、11月14日には、南九州西回り自動車道建

設促進大会・中央要望といたしまして、熊
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本、鹿児島両県の協議会、期成会及び議員連

盟の合同で、財務省、国土交通省、県選出国

会議員の皆様に建設促進の要望を行いまし

た。 

 次に、その下の③中九州横断道路でござい

ます。 

 25ページをお願いいたします。 

 アンダーラインのところでございますが、

10月から11月にかけまして行った要望の中

で、10月22日には、中九州横断道路建設促進

協議会による提言活動としまして、熊本、大

分両県知事並びに議長、経済界の皆様に参加

をいただきまして、財務省、国土交通省に提

言活動を行いました。 

 次に、その下の④熊本天草幹線道路です。 

 一番下の行になりますが、10月27日に、熊

本天草幹線道路の早期完成を求める島民集会

が開催されております。 

 26ページをお願いします。 

 一番上の行になりますが、11月28日に、熊

本天草間幹線道路整備促進期成会の皆様と、

国土交通省、県選出国会議員の皆様へ要望活

動を行いました。 

 次に、⑤有明海沿岸道路(Ⅱ期)でございま

す。 

 11月７日から９日にかけまして、有明海沿

岸道路「荒尾・玉名地域」整備促進期成会の

皆様と、九州地方整備局、県選出国会議員の

皆様、国土交通省、財務省に要望活動を行い

ました。 

 今後も引き続き、道路の必要性、予算の確

保を訴えて事業を推進してまいりたいと思い

ますので、委員皆様の御支援をよろしくお願

いいたします。 

 以上で道路整備課からの説明を終わりま

す。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 30ページをお願いいたします。 

 ２、航空路線の利用促進について御説明い

たします。 

 (1)阿蘇くまもと空港の旅客数について、

２つ目の丸でございますが、ことし４月から

10月までの旅客数につきましては、国内線

で、前年度に比べ約1,000人減の184万9,000

人、対前年度同期比99.9％、国際線で、前年

度に比べ約２万8,000人増の９万8,000人、同

じく141％、合計で約２万7,000人増の194万

7,000人、同じく101.4％となっており、前回

９月の御報告に引き続き、過去最高を記録し

た前年度の旅客者数を上回っております。 

 続いて、31ページをお願いいたします。 

 (2)国内線の振興についての1)現状でござ

いますが、路線の状況につきましては、こと

し10月にジェットスター・ジャパンの関西線

１便が開設されました。一方で、全日空の名

古屋(中部)線が１便減便され、これらにより

７路線39便が８路線39便になったところでご

ざいます。 

 また、各路線の動きでございますが、国内

線の各路線の旅客数につきましては、前年度

に比べ、路線により若干の減少があり、対前

年度同期比では、申し上げますと、東京線で

99.3％、大阪線では103.6％、名古屋線で92.

6％、沖縄線で116.9％という状況でございま

す。 

 続きまして、５ページ飛びまして36ページ

をお願いいたします。 

 (2)国際線の振興について。ソウル線の現

状でございます。 

 ２番目の丸でございますが、ことしの冬ダ

イヤにおいて、ティーウェイ航空が週４便か

ら７便に増便し、毎日運航が実現しており、

エアソウルも、週２便から３便に増便してい

るところでございます。 

 また、新たな韓国路線としまして、ことし

８月22日に、ソウル線を運航しているティー

ウェイ航空社長が蒲島知事を表敬訪問された

際、11月からの熊本―大邱線の新規就航につ
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いて報告がありましたが、先月11月29日か

ら、週３便の定期便として新規就航が始まっ

たところでございます。 

 続いて、２ページ飛びまして39ページをお

願いいたします。 

 参考２の表でございますが、こちら、こと

し４月から10月までのソウル線の月別利用状

況を掲載してございます。 

 中ほど、一番右の欄でございます。対前年

度比で申し上げますと、116％という実績に

なってございます。 

 続いて、次の表、参考３は、台湾・高雄線

を掲載しております。 

 一番右の欄でございますが、同じく対前年

度比で94％となってございます。 

 一番下、参考４は、ことし５月から定期便

路線が再開した香港線を掲載しております。

平均利用率は68％となってございます。 

 続きまして、40ページをお願いいたしま

す。 

 2)今後の取り組みでございますが、全般的

な取り組みとしまして、国際線３路線に加え

まして、新たに就航した大邱線の利用促進や

増便、新たな路線誘致に力を入れていきたい

と思っております。 

 続きまして、42ページをお願いいたしま

す。 

 (3)航空物流機能の強化についてでござい

ますが、中ほどの表、参考１をごらんくださ

い。 

 一番下の段でございます。ことし４月から

10月までの取扱量を記載してございます。 

 続いて、２ページ飛びまして45ページをお

願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港の創造的復興、空港のコ

ンセッション関係でございますが、下から３

つ目の丸でございます。 

 ことし８月以降に実施した第１次審査を通

過した応募者と県及び関係市町村との意見交

換におきまして、応募者からの空港や周辺地

域のポテンシャルを最大限に生かした魅力的

な提案につなげられるよう、関係市町村と連

携して取り組んだところでございます。 

 また、国土交通省において、新ターミナル

ビル建設期間中に暫定運用する国内線別棟ビ

ル、2020年４月供用開始予定でございます

が、こちらのビルの建設が８月に開始され、

これに伴う空港構内道路の切りかえが10月に

完了したところでございます。 

 次に、国内線別棟ビル運用期間中の航空機

搭乗の際に一部使用するランプバス、空港内

の旅客輸送に使うバスでございますが、こち

らにつきましては、東京空港交通株式会社か

ら、熊本地震の復興支援の一環として11台の

中古車両を非常に低い価格で譲り受けまし

た。 

 具体的には、新車で購入しますと、11台分

で４億円を超えるところ、11台で385万円と

いう価格で譲り受けたというところでござい

ますが、こちらについても、11月から受け入

れが始まったところでございます。 

 高速交通体系については以上でございま

す。 

 

○坂井都市計画課長 都市計画課です。 

 51ページをごらん願います。 

 Ⅱ、熊本都市圏交通に関する件で、前回か

ら変更しました、下線を引いた箇所を中心に

御説明いたします。 

 54ページをごらん願います。 

 3)熊本都市圏総合交通戦略(アクションプ

ラン)の策定について御説明いたします。 

 都市圏交通マスタープランで提示した熊本

都市圏の将来像を実現するため、その実行計

画としてアクションプランを11月に策定しま

した。 

 アクションプランには、都市圏交通に係る

個々の施策の事業主体、実施時期等を明記

し、国、県、関係市町村、県警及び公共交通

事業者等と相互連携のもと、計画的に施策を
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推進してまいります。 

 次に、アクションプランの概要について御

説明いたします。 

 戦略目標として、公共交通につきまして

は、持続可能で利便性が高く、災害時に早期

に機能復旧する公共交通ネットワークの形

成、道路につきましては、都市圏内外の人

流・物流、災害時活動を支援する骨格幹線道

路網の形成、まちなか交通につきましては、

高次都市機能を有する中心市街地等の拠点

性、またアクセス性及び防災性の向上を掲げ

ております。 

 次に、基本施策の概要について御説明いた

します。 

 こちらも、公共交通、道路、まちなか交通

に分類し、公共交通につきましては、基幹公

共交通の定時性、速達性、輸送力の強化やバ

ス網の再編など、全61施策を、道路につきま

しては、２環状11放射道路網の形成や交差点

改良による交通円滑化など、全130施策を、

まちなか交通につきましては、中心市街地の

拠点機能の向上や歩行者ネットワークの形成

など、全34施策の実施主体や実施時期等を明

らかにしております。 

 次に、55ページをごらんください。 

 連携パッケージの概要について御説明いた

します。 

 公共交通、道路、まちなか交通に位置づけ

られたおのおのの施策について、組み合わせ

ることで相乗的な効果を発揮する施策をパッ

ケージ化し、これらを一体的に推進すること

としております。 

 最後に、推進体制、進捗管理について御説

明いたします。 

 施策を着実に実施していくため、国、県、

関係市町村、県警及び公共交通事業者で構成

された熊本都市圏総合交通戦略協議会の体制

を継承し、毎年、進捗管理を実施し、関係者

連携のもと、目指すべき将来像の実現に向け

て取り組んでまいります。 

 都市計画課の説明は以上でございます。 

 

○重見交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 続きまして、56ページをお願いいたしま

す。 

 56ページ中ほど、都市圏公共交通ネットワ

ークの整備についてでございます。 

 (1)阿蘇くまもと空港へのアクセス改善の

現状でございますが、１番目の丸になりま

す。 

 ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの運

行につきましては、運行開始から本年10月末

までの延べ利用者数は55万402人となりまし

た。 

 下の表にございますように、本年度４月か

ら10月までの利用者数は６万1,493人、１日

当たりの利用者数は286人であり、ことし４

月以降の利用者数は過去最高を記録している

ところでございます。 

 57ページをお願いいたします。 

 10月８日からは、空港ライナーの通算利用

者数55万人達成を記念し、キャンペーンを実

施したところでございます。 

 続きまして、下のほうになります。 

 市内中心部へのアクセス改善についてでご

ざいます。 

 現在の検討状況及び今後の取り組みにつき

ましては、別添資料のほうで御説明をさせて

いただきます。 

 お手元にございますこの縦の資料をごらん

ください。御説明いたします。 

 まず、空港アクセス改善につきましては、

これまで、鉄道延伸、モノレールの新設及び

市電延伸の３つの交通システムについて、県

民の利便性向上やコンセッション方式の導入

効果の最大化のために、早期に実現できるも

のは何か等の観点から、定時性、速達性、大

量輸送性、事業費等について比較検討を実施

してまいりました。 
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 その結果、定時性は、３つの交通システム

のいずれもが確保できる一方、速達性及び大

量輸送性は、鉄道及びモノレールの２つだけ

が確保できることや、事業費は、概算で鉄道

については330億円から380億円、モノレール

は2,500億円から2,600億円、市電は210億円

から230億円が見込まれることが判明いたし

ました。 

 これらを踏まえまして、空港アクセス改善

の効果や事業スキーム、財政負担等の観点か

ら総合的に検討を進め、その結果、定時性、

速達性及び大量輸送性にすぐれ、事業費を相

対的に低く抑えることができ、あわせて採算

性が見込める鉄道延伸が、最も効果的、かつ

より早期に実現できる可能性が高いという結

論に至ったところでございます。 

 ２枚目の別紙１をごらんください。横長の

資料でございます。 

 こちらの資料につきましては、３つの公共

交通システムを比較した概要を御説明させて

いただきます。 

 まず一番左、鉄道については、三里木、原

水、肥後大津各駅からの分岐延伸ルート、真

ん中、モノレールにつきましては、国体道路

及び産業道路を経由するルートと第二空港線

及び県道熊本高森線を経由するルート、一番

右の市電につきましては、終点の健軍町電停

から県道熊本高森線を経由するルートと新市

民病院を経て第二空港線を経由するルート

を、それぞれ比較検討したところでございま

す。 

 システムの概要及び各ルートの整備距離

は、表に記載のとおりでございます。最短で

６キロ、最長約20キロとなってございます。 

 各システムを、一番左端の施策の欄に上げ

た順に比較していきます。 

 まず、①定時性の確保では、鉄道とモノレ

ールは、専用の走行空間を有しております

が、市電は、道路と交差し、交差点での信号

待ちが発生します。 

 ②速達性の確保では、熊本駅から空港まで

の所要時間は、表に記載のとおりであり、鉄

道とモノレールは、リムジンバスが現行60分

ですが、こちらより早く、市電につきまして

は、リムジンバスより遅くなる結果となりま

した。 

 続いて、③大量輸送性につきましては、車

両の規模や連結数等から、鉄道とモノレール

は、十分輸送力を有しているとの結果になり

ました。  

 また、④早期実現性についてですが、鉄道

は、農用地を多く通るルートのため、支障物

件が比較的少なく、用地取得に関しては、他

のシステムよりも容易であります。また、高

架構造となるため、市電の整備より施工期間

を要するものの、モノレールほど施工期間は

長くはないと考えられます。 

 モノレールにつきましては、建物が多く立

ち並ぶ都心部を通るルートのため、支障物件

が多く、用地取得に多くの時間を要し、整備

延長が最も長く、高架構造であるため、他の

システムと比較して長い施工期間を要すると

考えられます。 

 続いて、市電につきましては、ルートによ

っては建物が多く建ち並ぶ主要道路を通るル

ートのため、支障物件が比較的多く、用地取

得に時間を要し、整備延長は10キロを超えま

すが、路面に整備するため、大型な構造物が

少なく、他のシステムと比較して施工期間は

短くなるものと考えられます。 

 概算事業費は、表に記載のとおりでござい

ます。 

 こういった観点を総合的に評価し、鉄道延

伸が、最も効果的、かつより早期に実現でき

る可能性が高いシステムであるとの結論に至

った次第でございます。 

 この結論を踏まえ、鉄道延伸に当たっての

検討方針を御説明させていただきます。 

 次のページ、別紙２をごらんください。 

 まず、鉄道延伸３ルートの概算事業費や概
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算事業量等について御説明させていただきま

す。 

 新設区間ですが、一番左、三里木で約9.5

キロから10キロ、真ん中、原水ルートで６キ

ロから6.5キロ、一番右、肥後大津で約6.5キ

ロから７キロとなってございます。 

 次に、鉄道沿線の整備でございますが、三

里木ルートでは、沿線に総合運動公園や免許

センター等が立地していることから、中間駅

を設置し、残りの２ルートについては、沿線

に大きな集客施設等が存在しないために、中

間駅は設置しないことを想定いたしました。 

 次に、所要時間につきましては、熊本駅か

ら空港駅間を、三里木、原水の２ルートでは

最短38分、肥後大津ルートでは最短42分で結

ぶとの試算結果になりました。 

 肥後大津ルートにつきましては、空港駅か

ら肥後大津駅までの所要時間は短いですが、

熊本駅からのトータルでは最も距離があるた

め、このような結果になったところでござい

ます。 

 続いて、概算事業費でございます。 

 三里木につきましては約380億円、原水と

肥後大津が約330億円と試算しております。

三里木ルートが新設区間が最も長くなるた

め、事業費も高くなっているところでござい

ます。 

 続きまして、概算事業量でございます。 

 こちらは、１日当たり、三里木が約6,900

人、原水が約5,900人、肥後大津が約5,800人

と試算してございます。特に、三里木につき

ましては、中間駅の利用者も見込んでいると

ころでございます。 

 次に、事業実施の目安となる費用便益比、

いわゆるＢ／Ｃ、これは路線の整備によって

生じる費用、Ｃ、コストに対して、貨幣換算

したベネフィットの大きさを比であらわすも

のであり、Ｂ／Ｃが大きいほど社会的に効果

のある事業と評価することができるものです

が、各ルートとも1.0以上となっており、需

要が多い三里木が最も高い結果となってござ

います。 

最後に、留意点でございます。 

 まず、三里木ルートに関しては、中間駅を

設けることにより、総合運動公園や免許セン

ターへのアクセス利便性が飛躍的に向上しま

す。 

 原水ルートに関しましては、空港の滑走路

直下を通過するトンネル構造となるため、滑

走路の運用に影響を与えない工法の選定が必

須となるところでございます。 

 肥後大津ルートに関しましては、トンネル

区間が長いため、地下水や地盤状況により補

助工法が必要となる可能性があり、大幅な事

業費増や長い事業期間を要するおそれがある

ところでございます。 

 なお、これらの数字等のデータは、あくま

でも概算の試算であることを御了承くださ

い。 

 以上が各ルートの比較でございます。 

 次のページでございます。 

 こちらの資料は、鉄道延伸の実現により、

熊本都市圏及び熊本県内の鉄道ネットワーク

を活用して、空港から阿蘇や人吉、福岡な

ど、県内各地はもとより、九州全域へ容易に

移動できるようになることを示したイメージ

図でございます。 

 それでは、済みません、１ページ目にお戻

りください。 

 ２の鉄道延伸に当たっての検討方針の部分

でございます。 

 以上、これまで御説明いたしました比較を

踏まえまして、ルートに関しては、鉄道ネッ

トワーク効果を最大限に発揮させ、懸案とな

っている熊本県民総合運動公園のアクセス改

善も図り、その需要を取り込める三里木駅か

らの分岐延伸ルートを軸に検討を進めてまい

りたいと考えてございます。 

 また、事業スキームに関しては、県民総合

運動公園のアクセス改善の側面もある公共性



第18回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成30年12月12日) 

 

 - 9 - 

の強い事業ということもあることから、県が

中心に設立する第三セクターが鉄道施設を整

備した上で、効率的な運行を行うため、豊肥

本線との接続や鉄道運行ノウハウなどを考慮

し、ＪＲ九州へ運行を委託する方向で検討し

てまいります。 

 さらに、事業費に関しましては、県とし

て、国から最大限の支援を得ながら、県が残

る整備費用を負担し、運行開始後、既存路線

の増収効果が見込まれるＪＲ九州から、最大

限の協力を得る方式を検討したいと考えてお

ります。 

 ３の今後の対応でございます。 

 これらの検討方針をもとに、鉄道延伸はも

とより、運行においても協力が不可欠でござ

いますＪＲ九州との本格的な協議を深めてい

きたいというふうに考えております。 

 先ほど、冒頭部長からも申し上げました

が、この空港アクセス鉄道は、今後の同様の

鉄道整備のモデルケースになり得るものと我

々考えてございますので、部長を筆頭に、全

力を挙げて今後取り組んでまいりたいという

ふうに思っております。 

 資料の説明につきましては以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○田代国広委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。 

 何かございませんか。 

 

○鎌田聡委員 今説明いただきました阿蘇く

まもと空港アクセス改善の状況の話でござい

ますけれども、前回の議会、そしてまたこの

委員会で３つの案が示されまして、これから

検討をして絞り込みをしていくという話でご

ざいました。 

 そのときの話からいきますと、知事の任期

中に何か方向性を出すような話じゃなかった

かと思いましたし、私もそのとき多分申し上

げたと思いますけれども、いずれにしてもか

なりのやっぱり事業費がかかる事業でありま

すから、県民にいろんな詳細な、ルートも含

めてですね、示した上で、それぞれ利便性の

向上を含めてしっかりと、目的を県として説

明した上で、県民の意見も聞きながら絞り込

みに向けて進めていくべきだという話をしま

したが、もう少し後かなと思いましたが、具

体的な検討も進んでおりまして、そのＪＲの

ルートまで絞り込みが終わっておりますけれ

ども、それだけ急がせた理由といいますか、

やっぱり検討を急がなきゃならなかった状況

が何かあったんじゃないかなと思いますけれ

ども、その辺のところをちょっとお話聞かせ

ていただきたいと思います。 

 

○重見交通政策課長 お答えいたします。 

 まず、済みません、９月以降どのような検

討を我々行ってきたのかを、もう一度ちょっ

と丁寧に御説明をしたいと思います。 

 まず、９月議会での御報告後、時間的緊迫

性を持って我々やってまいりました。具体的

には、事業スキーム、財政負担、早期実現性

等の観点から検討を行い、今回の結論に至っ

たわけですけれども、概算ではありますが、

鉄道延伸の各ルートにおける需要量であると

か、収支試算、事業スキーム、費用便益分析

などを試算して、今回、県としての検討方針

をお示ししたところでございます。 

 今、まさに空港のほうでコンセッションの

導入の手続が進んでおり、今後、空港が大き

く変わっていくという状況の中で、空港アク

セスの改善は待ったなしの状況だと認識して

おりまして、関係者との本格的な協議に入る

必要があると考えてございます。 

 このため、県議会からも御意見をいただき

ながら、本格的な協議を進めるべく、今回、

県の考え方をきちんとお示ししたところでご

ざいます。 
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○鎌田聡委員 基本的には、やっぱり空港へ

のアクセス改善というのは、きちんと早く進

めるべきだということで私も意見を申し上げ

たと思いますので、やっぱりそこの県民の理

解というか、何でこれをやらなきゃならない

のというのをしっかりと説明をしていく必要

があると思います。 

 今ありましたように、空港のコンセッショ

ンが１つあるでしょう。と、やっぱりその空

港までの状況が今どうなのかというのは、こ

れは県民が一番わかっていると思いますの

で、そこをしっかりと改善していくという取

り組みがあるでしょうし、もう一つは、今回

のルートの中で、運動公園のルートも示され

ておりますので、今までどうだったのか、利

用者を含めてですね。そういったものも含め

てしっかりと、まずは、なぜこれをやるかと

いう目的をやっぱり示していく必要があると

思いますし、何で早くなったかといった質問

の中には、やっぱり関係者との協議というの

が多分あるだろうと思いますけれども、ただ

やみくもに県のほうでやられている話じゃな

いと思いますので、国との事業費の関係だと

か、一番大きいのはＪＲ九州との関係、この

辺が出てきているんじゃないかと思いますけ

れども、そのあたりが少しいい方向に見えて

きているんですかね。その辺を聞かせてくだ

さい。 

 

○重見交通政策課長 ただいま鎌田委員か

ら、ＪＲ九州なり国とのいい方向が見えてき

ているのかとの御質問がございました。 

 まず、ＪＲ九州との関係で申し上げます

と、これまで事務レベルで、例えば運行本数

であるとかダイヤといった客観的なデータ等

のやりとりはもちろん、鉄道延伸の基本的な

考え方などについては、意見交換等を行って

きたところでございます。 

 今後は、きょうお示ししました方針に基づ

いて、その路線計画とか運行委託の具体的な

方法、条件など、事業スキームなどについて

しっかりと本格的に協議をしていきたいと思

ってございますし、正直、これから本格的な

協議ということで、現時点で確実にいける

と、まとまるということは断言はできません

が、ただ、この前知事が本会議で答弁した日

に、ＪＲ九州の青柳社長も、もし正式なお話

があれば、真摯に対応したいという御発言も

あったと聞いてございますので、そこはＪＲ

九州のほうでもしっかりと受けとめていただ

いて、県と一緒に議論して、一定の方向性が

まとまっていくというお気持ちはお持ちだと

思っていますので、我々は、そこは頑張って

いきたいと思っているところでございます。 

 

○鎌田聡委員 しっかりと、そこがやっぱり

きちんとしないと、この事業はなかなかうま

く進んでいかないと思いますので、協議を進

めていただきたいということと、もう１点、

先ほど申し上げましたように、やっぱり県民

の理解をいかに促していくのかということが

必要になってくると思いますので、この事業

の目的とその効果というのをしっかりと県民

に示す場面も、今後しっかりとやっていただ

きたいと思いますけれども、何かお考え。 

 

○重見交通政策課長 知事が答弁した日以

降、報道も相次いでおりますし、我々交通政

策課にも、一般の方が直接足を運ばれて、激

励の言葉とかもございました。そういった意

味では、非常にこの件、関心が高いというこ

とは、我々も非常に認識しております。 

 ですので、今後の議会あるいは委員会な

ど、そもそもこの空港アクセスを改善するべ

きその目的であったりとか現在の状況につい

ては、丁寧に御説明ができるように、努めて

いきたいというふうに思います。 

 

○鎌田聡委員 しっかりとその辺もやってい
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ただいて、実は、この事業、大きな事業にな

りますので、いろいろな疑問にきちんと答え

ながら、障害となる部分についてはクリアし

ていくという取り組みが必要になってくると

思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 

○前川收委員 私も、熊本空港アクセス改善

の検討の中での話をちょっと質問としてさせ

ていただきたいと思います。 

 前回の委員会の中で、コンセッション方式

で熊本空港の大改革をやる、開港以来の改造

をやるということを前提に、新しいアクセス

ルートの検討をやるということであれば、ま

あちょっと物理的には不可能だと思うけれど

も、コンセッションの新しい空港が開港する

ときに、ぜひ新しいルートも完成しておくべ

きだという、まあむちゃだとはわかりながら

質問をさせていただいたと思っております。 

 そこで、今回、このような形で発表がされ

たわけでありまして、３つの方式から１つを

絞り込むということになったわけであります

が、思い返すと、空港アクセスの話というの

は、別に今般始まった話じゃなくて、これは

もう随分前、一番最初にあったのが何十年前

だったか忘れましたけれども、ＪＲ本線から

分岐して延伸しようという話の検討も、随分

前からあってきたというふうに思っていま

す。 

 そういう経過から考えれば、今回、コンセ

ッションができるというこの機を逃せば、や

っぱりもうこれは多分できないだろうという

ふうに思っておりましたけれども、皆さん方

の御努力によって早い段階で絞り込みをして

いただいたということについては、高く評価

をしたいというふうに思っております。 

 その上ででありますが、コンセッションの

内容も固まりつつあるし、事業者も決まりつ

つあるという状況の中で、せっかく鉄道を延

伸していきたいという希望があるのであれ

ば、コンセッションの設定の中に、まさか鉄

道の新駅ができて、空港駅ができて、そこか

らまた歩いて空港ビルまで入っていくという

ようなことはあり得ないと思っています。こ

の機会に、コンセッションの中に新駅の位置

づけというんですかね、どこにどうやって入

れていきますかという話、こんな話はやっぱ

り前に押していかないと、今なら間に合うか

もしれないわけでありますから、そういった

ことも視野に入れてほしいなというふうに思

っています。 

 当然、これは両方が同じタイミングでこう

行くわけじゃなくて、コンセッションのほう

が先に行って、空港ビルの建設のほうが先に

行って、まあ、急いでやっていただけるとは

思いますけれども、若干おくれて延伸が入っ

てくると。若干おくれるがゆえに、空港ビル

の中で駅がないという話になっては難しいと

思いますので、これはやっぱり今多分言わな

いと、コンセッション決まって、設計概要決

まりました、後で駅をつくってくださいとい

うわけにはいかないというふうに思いますの

で、その点の御検討がまず第１点として質問

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

○重見交通政策課長 御質問ございました。 

 現在、コンセッションのまさに手続が進ん

でおりまして、今、３者がまさに応募、プロ

セスに乗っており、今年度、３月末までには

具体的に１者に絞られるという状況でござい

ます。 

 我々、競争的対話等という中で、県あるい

は地元市町村と応募者と意見交換も行ってお

りますが、やはり空港アクセスへの関心は非

常に高いものがございます。当然、選ばれた

事業者が今後空港を運営するわけですから、

そこへの足というものについては、重大な関

心を持っているということは、我々も強く認

識しております。 

 ですので、我々、確かに空港、国内線・国
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際線一体のビル、2023年の春に開業するスケ

ジュールで、今、事が進んでおりますが、一

般的には、今回鉄道に絞りましたが、大体10

年程度が一般的だということで、今から頑張

って急いでも2028年ごろというのが一般論、

相場観でございますが、それをなるべく近づ

けるということは大事だと、県としても思っ

ております。 

 その上で、やはり応募している事業者も関

心が高いところですから、我々、可能な範囲

内で情報提供に努めてございますし、例え

ば、３者に平等に情報を与えるという意味

で、今回の知事が鉄道に絞ったという情報に

ついても、各者と共有しているところでござ

います。 

 今後、ＪＲ九州などと本格的な協議に進ん

でまいりますが、当然、その中で、いろいろ

状況がより具体化したりとか状況が変わって

くる点もあるというふうに思いますので、そ

こは共有してまいりたいと思いますし、３月

末に１者に絞られた後についても、そこは我

々緊密に連携しながら、アクセスの部分で重

大な関心を持っていますから、しっかりと連

携して、そのビルの開業と鉄道の開業、ずれ

はございますが、アクセスが不便にならない

ように、我々も気をつけて対応していきたい

というふうに思っております。 

 

○前川收委員 まず、やっぱり早期につくる

というお話がございましたから、もうこうい

うやつはやっぱり、まあ一気呵成という言い

方は、ちょっと鎌田先生とは違うかもしれま

せん。しかし、何というんですかね、専門的

な内容も含めて、やっぱりこれまで何十年も

基本的には私は検討してきた内容だと思って

いまして、きのうきょう始めたわけじゃなく

て、昔からこの話があって、どうするかとい

うことをずっと議論してきて、そして最終的

にここに行き着いたということだと思ってい

ますので、ぜひ頑張って先に進めてくださ

い。 

 そして、せっかくそこをやるならば、コン

セッションの設計の中にきちっと織り込んで

いただいて、タイムラグがあるから、そこが

ずれましたということにはならないように、

ぜひやっていただきたいというふうに思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○前田憲秀委員 私も、アクセス改善につい

て御質問をさせていただきます。 

 今前川委員が言われたことは、私も全く同

感でありまして、確認をさせていただこうと

思ったんですけれども、まさしく今競争的対

話があっているからこそこのタイミングでと

いうふうには思っているんですけれども、そ

こだけちょっと確認ですけれども、どうです

か。 

 

○重見交通政策課長 我々が急いでいる理由

という御質問ですが、当然、競争的対話があ

り、その中できちんと情報を伝えたいという

思いもございますが、ただ、一方で、大前提

としまして、一般的に今回の鉄道、大体、三

里木ルートで言いますと、10キロ程度になり

ますが、こちらについては大体10年かかると

いうのが相場観でございます。 

 そうしますと、先ほど申し上げたとおり、

今から用意ドンで始めたとしても2028年、一

方で、空港の新ビルができるのが2023年の春

ということで、その５年間のタイムラグを、

我々は１年でも２年でも３年でも縮めたいと

いう思いから、まさに今、今後本格的に協議

を急ぎたいと思っているところでございまし

て、コンセッションの競争的対話等だけが理

由ではないというのはお伝えしたいと思いま

す。 

 

○前田憲秀委員 わかりました。 

 例えば、北陸新幹線を見てみれば、金沢駅

にしてもどの駅にしても、新幹線はまだ５
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年、10年先なんですけれども、新幹線のレー

ルを引く、ここがホームなんだなというのは

もうあったんですよ、数年前から。ああいう

イメージって、熊本ってなかなかないんです

よ。ですから、そういう意味では、９月の議

会で、私は、50年、100年スパンという形だ

ったので、それからすれば、私は、この発表

は私としては評価をします。 

 ただ、そこからいろんな問題克服は出てく

ると思うんで、それはきちんと説明をした上

で、修正もあるでしょう。まあ、さまざまあ

るでしょうけれども、そういうふうにどんと

発表していただいたことは、またそれに向か

ってどうなんだというふうな動きが活性化に

なるんじゃないかなと思いますので、そこは

ぜひやっていただきたいと思います。 

 それともう１点、部長が、ＪＲ九州との新

しいウイン・ウインというお話がありまし

た。私も、まさしくそうだと思います。 

 この豊肥本線を使ってということは、いわ

ゆる熊本市の中心部に豊肥本線があるので、

そこの以東、東側に人口は基本的に集中して

いるので、その方々の意識はどうなのかとい

う思いもあれば、まあこれからいろいろ議論

を重ねていくんだと思うんですけれども、熊

本駅も新しくなって、今まで利用したことの

ない人が利用するような環境に熊本はなると

思うんですよ。だから、そういう意味では、

ＪＲとの話し合いを本当に強くやっていただ

きたいなと思いますけれども、そこら辺の意

気込みみたいなのをちょっと聞かせていただ

けますか。 

 

○山川企画振興部長 冒頭の鎌田先生と前田

先生の御質問に補足的に申し上げますと、確

かに競争的対話というのも一つのタイミング

なんですけれども、我々の気持ちは、やはり

第１に、国とＪＲ九州と、今おっしゃられた

ように、本格的な協議にしっかりといきたい

と、その前に、一日でも早く議会にお持ちし

たいと、その気持ちの１点でやってまいりま

した。そこはしっかりやらせていただこう

と。ＪＲ九州とも、先生方の御助言と御意見

をいただきながら、今後しっかりやっていく

と、その１点に尽きると思います。 

 

○前田憲秀委員 ぜひ頑張っていただきたい

と思います。 

 ＪＲさんにしても、これからの伸びしろは

絶対熊本にあるということをしっかりアピー

ルして、頑張っていただきたいと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 

○田代国広委員長 ほかに、関連で。 

 

○森浩二委員 関連ですけれども、今部長が

ＪＲ九州と協議するとおっしゃいましたけれ

ども、特に最大限協力を得るということであ

りますけれども、まあ髙木委員じゃないんで

すけれども、やはり集客力が見込める野球場

あたりをこの沿線に持ってくると、教育委員

会あたりとは協議はしてないんですかね。そ

の辺は、大体何万人ぐらいの球場をつくれ

ば。 

 

○重見交通政策課長 教育委員会と野球場の

お客様を見込めるような方向で考えているの

かというところですが、済みません、今回

は、まず大きな方向性を、まず検討方針をお

示ししたところですので、そういった野球場

とかについて、具体的に教育委員会と協議な

り相談をしたということはございません。 

 

○森浩二委員 結局、ＪＲは、集客が見込め

ないとなかなか協力ができないと思うので、

その辺も踏まえて、この沿線につくるという

だけでも大分違うと思うんですよ。その辺も

やっぱり考えてもらいたいなと。 

 

○田代国広委員長 要望ですね。 
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○森浩二委員 はい。 

 

○田代国広委員長 ほかにありませんか。 

 

○山本秀久委員 この問題は、10年も20年も

かかるんだから、専門的な分野から入ってい

かないと、これは実現は不可能であると思

う。だから、ただ事務的な物事だけでなく

て、専門分野的に物事を進めんと、これはな

かなか実現できないと思う。一応それだけ注

意しておきます。 

 

○田代国広委員長 要望ですか。 

 

○山本秀久委員 はい。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○緒方勇二委員 こういう、ようやく鉄道延

伸の三里木の比較を示していただいて、当

初、私たちは、滑走路の下を当然入るものだ

ろうと思っていました。ですから、コンセッ

ション方式で空港ビルができて、後、アクセ

ス改善がなされ、新駅ができるにしても、当

然地下に入るものだろうと思っていました。

先ほど前川先生おっしゃったようにですね。 

 まあ、宮崎空港の例をとりますと、空港線

は後できたわけですよね。あそこは、日豊本

線に直接乗り入れができるものですから、鹿

児島、宮崎の人たちは、宮崎空港駅に車を置

いて、空港利用者じゃないですよ。空港駅か

ら乗って日豊線を上がるんですね。そういう

使い方をしている人たちが多いんですよ。 

 ですので、よもや歩いて空港に行くとかい

うことはないように、同時にここは運営事業

者と協議をされたらいかがですかという提案

でしたけれども、当然、タイムラグができる

んだろうと思っていましたので、空ビルの下

に潜るものだろうと私は思っていたんです

ね。 

 しかし、この三里木から乗っていけば、多

分駐車場の上に、高架みたいな形で入ってく

るのかなというふうに想像はするんですけれ

ども、そのときに、これは45ページのほうで

すけれども、８月以降に第１次審査を通過し

た応募者と、まあ先ほどからもいろいろ御意

見ありましたけれども、ポテンシャルを最大

限に生かす魅力的な提案につなげると。です

から、まさにこれを提示しないことには、魅

力的な提案が出てこないんだろうというふう

に思っていましたので、今議会での本会議場

でお答えいただいたことは、本当に先行きを

照らすようなお答えだったろうというふうに

思います。 

 そのときに、これは空港のアクセス改善で

もあるんですが、私は、常々、九州縦貫道と

のアクセスの改善もしていただいて、人口減

少にふさわしい対応もしていただくと。そし

て、車で来る人も利用できるし、そこから今

度は鉄道を利用してほかの地に行く人も、ま

あいろんなアミューズメント性を持った空港

一帯の沿線上の、先ほど球場の話も出ました

けれども、いろんな運営事業体のほうが考え

ていかれることが競争的対話につながるんだ

ろうと思います。 

 本当に、そういうことも視野に入れていた

だいて、ぜひとも劇的に変える大きな事業だ

と思いますので、その辺も関係課といろいろ

連携していただいて、熊本の将来の姿をぜひ

描いていただきますように。これは要望で

す。 

 

○田代国広委員長 質問者の方にお願いしま

す。論点をまとめて、簡潔にお願いします。 

 

○髙島和男委員 先ほど重見課長から、事務

レベルでは、運行本数であるとかダイヤであ

るとか、意見交換をしているということだっ

たんですけれども、別添の資料の３ページ目
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の延伸の３ルートの比較表なんですけれど

も、所要時間がそれぞれ書いてありますが、

これは、豊肥線、各駅停車で考えていいとい

うことでいいんでしょうか。 

 

○重見交通政策課長 はい、各駅停車と考え

ていただければ。 

 

○髙島和男委員 そうしますと、その下に書

いてあります分岐駅から空港ということは、

例えば三里木駅で乗りかえて空港ということ

でしょうか。 

 

○重見交通政策課長 こちら、時間に最短と

書いてございますのは、これは距離を速度で

割った時間だと思っていただければと思いま

す。 

 今、直通なのか乗りかえなのかという御質

問ございましたが、ＪＲとこれまでお話をし

ていますと、豊肥本線、単線でございます。

そこの単線の部分に、空港方向から三里木の

部分でさらにほかの電車が入るというのは、

容量的になかなか厳しい可能性が高いという

ようなお話も聞いていますが、それについて

は、今後ＪＲとしっかり協議する中で詰めて

いきたいと思っておりますが、物理的に考え

ると、単線である豊肥本線なので、なかなか

全ての時間帯、全部直通にするというのはハ

ードルが高いという感触ではございます。 

 

○髙島和男委員 私は、やっぱり空港という

ところ、そしてまた運動公園で大きなイベン

トがあるときということを考えると、全てが

各駅というよりも、主要な駅だけをとまると

いうか、快速的な電車も必要になってくるん

じゃないかなというのは強く思っております

ので、まあこれからＪＲ九州さんと打ち合わ

せをする中で、ぜひそこいらも考慮していた

だきたいと思います。これは要望です。 

 

○髙木健次委員 いろいろな人の意見に関連

するんですけれども、今回、三里木から空港

までというアクセスが提示されましたが、こ

こは、熊本駅から大体この市電の延伸が優先

的になるんだろうという気持ちは持っていま

した。そのほうが一番、環状道路として、空

港に回り込んで空港に行くということで。 

 ただ、このいろいろな評価で、Ｂ／Ｃを含

めて、いろいろな留意点も含めて、この空

港、三里木のアクセス鉄道が出てきたという

ことですが、もちろんＢ／Ｃからいっても、

今からの需要を予想したら、やっぱりどうし

てもこの線が一番有利なのかなという感じが

しますけれども、ただ、空港から三里木まで

の交通アクセスだけとっても、将来的な何か

にはつながらないんじゃないのかなと。 

 だから、やっぱり、先ほど緒方委員のほう

からありましたとおり、三里木からやっぱり

今度は北東部、非常に人口も増加している、

産業地も入っている、商業区域も入ってい

る、その北東を巡回する環状線ルートを、や

っぱり三里木から今度は熊本電鉄あるいは先

ほど言った縦貫道への連結、これを考えた上

での、まあその辺の気持ちもあったんだろう

というふうに思いますが、ただ単にこれは運

動公園と免許センターの、それが一番にメー

ンで出ていますけれども、裏のほうではそう

いうところまでつながった見方といいます

か、それをやっておられたんだろうと思いま

すけれども、その辺はいかがですか、重見課

長、聞かせてください。 

 

○重見交通政策課長 御質問ございました。 

 我々、今回の空港アクセス鉄道、空港、そ

れから運動公園だけのアクセスを改善すれば

それでいいということではございません。我

々、当然、県内全域の方が、空港なり、運動

公園にアクセスしやすいというのが大目標で

ございます。 

 ですので、まず、今回、我々、このアクセ
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ス鉄道をつくった場合には、県内各地から、

全域から、まず空港への鉄道ネットワークと

いうのがつながる。例えば、それは県南、人

吉、球磨も含めまして、県南であったり、県

北からのアクセスも改善されるというよう

な、県内全域にとってプラスになるというこ

とは当然考えてございます。 

 今、髙木委員が御指摘の北東部の環状線、

熊電、縦貫道との連携というかつながり、こ

れらについては、すぐ物理的にこういう答え

だというのを出すことはなかなか難しいかも

しれませんが、ただ、当然、そういった地域

の方々の利便性なりアクセスというものも視

野に入れて、今後、しっかり全体、トータル

で考えていきたいと思います。 

 

○髙木健次委員 今言ったことを十分視野に

入れているということで安心していますけれ

ども、ただ、当然、当分の間は、そう簡単に

はできないと思うんですよね、鉄道でつなぐ

とか。ただ、三里木から北東部あるいは環状

線を考えるならば、鉄道にかわる何らかの輸

送機関、これをしっかり考えていただいてお

かないと、この三里木、空港までのアクセス

の需要にもつながらないと思うんですよ。だ

から、その辺はしっかりとこれからも頭の中

に入れてやっていただきたいというふうに思

います。 

 委員長、以上です。 

 

○田代国広委員長 ほかに。 

 

○河津修司委員 これは県が、上下分離方

式、第三セクターでやるという話で、それか

らすると、南阿蘇鉄道のほうにも県からしっ

かり支援をいただいておりますけれども、こ

れについても、南阿蘇鉄道をこのＪＲに乗り

入れをさせてほしいということで要望してお

ります。 

 そういった点からしても、しっかりこの辺

は、先ほどの話からすると、そのほかの列車

というか、数両が入ってくると、この三里木

からの分岐は難しくなるとかいう話になる

と、非常にその辺がどうなるのかという心配

も出てきますので、その辺もしっかり県から

支援をして、南阿蘇鉄道も乗り入れができる

ような、あるいは負担の軽減なりしていただ

けるような、そういった支援をしっかり南阿

蘇鉄道に対しても、そして、南阿蘇鉄道も、

この空港へも、阿蘇地域からも空港へのアク

セスはやりやすいと、鉄道を通して行けると

いう形をも考えていただきたいというふうな

要望です。 

 

○田代国広委員長 要望ですね。 

 

○河津修司委員 要望です。今のところは要

望しておきます。 

 

○岩田智子委員 このアクセスの件なんです

けれども、私の周りの方が、このことについ

てはすごいやっぱり興味深くて、これが出る

前も、どんなふうになっているのかなとか、

いろいろ楽しみにされていて、今回大きく報

道もされまして、先ほど直接激励に来られた

方もおられるというような話がありました

が、県民の思いとしては、まあ私の感情的に

は、東バイパスも多分混まなくなるんじゃな

いかなとか、運動公園に行くために送り迎え

とかせんでもいいなとか、いろんな保護者の

声とかも聞いているので、おおむねいい感じ

で返ってきているのではないかなと思うんで

すが、その辺はいかがですか。 

 

○重見交通政策課長 先生からの激励と受け

とめましたが、先ほど申し上げたとおり、我

々の課に実際に来られた一般の方、私が知る

限り、２名の男性の方でした。 

 正直、日ごろお仕事をしていると、なかな

かお叱りとか叱咤のほうが多かったりするも



第18回 熊本県議会 高速交通ネットワーク整備推進特別委員会会議記録（平成30年12月12日) 

 

 - 17 - 

のですから、若干身構えたところですが、直

接足を運ばれた方については、よくやったと

いうようなお声でございました。 

 ですので、先生も、周りの方々が、この件

については前向きな御反応だったと伺ってい

ますが、少なくとも現時点では、私も前向き

に捉えていただいている方が多いのかなとい

うふうには、個人的にも感じているところで

す。 

 

○岩田智子委員 ありがとうございます。 

 やっぱり熊本県民のための事業なので、そ

の辺のことをアピールしていくというか、み

んながそんな思いになるように、よろしくお

願いします。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 委員の方に申し上げます

が、関連ですけれども、議案に近い関連でお

願いします。 

 

○岩本浩治委員 ちょうど南阿蘇鉄道も、創

造的復興で、田嶋副知事が南鉄の協議会で頑

張っていただいておりまして、そうします

と、私は、阿蘇へのアクセス強化も大事じゃ

ないかというように思うわけですね。 

 ぜひ、今、南阿蘇と豊肥本線は乗りかえを

しなければいけない。そういうのは、もう直

結で出るようになれば、南阿蘇だけではなく

て、今度は私のほうの阿蘇のほうも、やっぱ

りインバウンドとして、要は非常に活用が多

くなるのではないかというのが１つ。 

 それともう１点ですが、ノンストップ空港

乗り入れという話が髙島先生からありました

が、今のＪＲ豊肥本線の便数でいきました

ら、学生が多いのは早朝とか夜なんですね。

というのは、なぜかといいますと、やっぱり

それだけ乗り手が少ない。だから、これを見

ますと、6,900人ぐらいになりますと、三里

木駅までは単線なものですから、熊本駅とか

水前寺駅から複線にしなければ、やっぱり時

間的な部分がうまくいかないんじゃないかと

思っているんですね。 

 それで、6,900人にも１日になれば、第三

セクターでいくわけですから、熊本県として

は、何かセクターに対して言っていくのかな

ということですね。例えば、売り上げのどの

部分とか、鉄道の修繕とか積み立てとか、そ

ういうのに持っていくとか。 

 ただ、セクターばかりに、毎日6,900人ぐ

らいの人数をそのまま乗せていくのかという

ことです。使い道はどうなっているのか、そ

ういうところも検討していただければと思い

ます。 

 以上でございます。 

 

○田代国広委員長 要望でいいですか。 

 

○岩本浩治委員 はい。 

 

○大平雄一委員 延伸によって定時性、速達

性が担保されるということでありますけれど

も、これまで第二空港線が大きな比重を担っ

ていたと思うんですけれども、そのことによ

って第二空港線の速達性、定時性の比重が少

しは緩和されるのかと、それによって第二空

港線の渋滞が少しでも緩和できるかというこ

とが１点と、もう１点として、益城町の第二

空港線沿いというのは、土地利用の規制がか

かっていまして、そのことには、速達性、定

時性が担保されないというようなことも一因

であったかと思います。今度の延伸によっ

て、土地利用の規制を少しは緩和していくの

かどうかというところをお聞きしたいと思い

ますけれども。 

 

○坂井都市計画課長 想定のお話になります

けれども、鉄道が完成した暁には、マイカー

運転で空港に行かれる方の数は多分減ると思

いますので、第二空港線への交通量は大分低
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下していくだろうというのは、ちょっと予測

できると思います。 

 そういう、どこまで影響が出るかというの

を持たないと、土地利用については、ちょっ

とそこら辺ははっきりお答えができない状態

でございます。 

 以上です。 

 

○田代国広委員長 土地利用の規制の緩和だ

ろう。 

 

○大平雄一委員 大きな前提が、そういう前

提があったので、そこで少しは変わる要素と

してあるのかなと。 

 

○田代国広委員長 この空港の延伸につきま

しては、この辺で質疑を終わりたいと思いま

す。 

 そのほかで何かございませんか。 

   (｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 なければ、質疑はこれで

終了いたします。 

 次に、閉会中の継続審査についてお諮りし

ます。 

 本委員会に付託の調査事件については、引

き続き審査する必要があると認められますの

で、本委員会を次期定例会まで継続する旨、

会議規則第82条の規定に基づき、議長に申し

出ることとしてよろしいでしょうか。 

   (｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他として何かございませんか。 

   (｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○田代国広委員長 なければ、本日の委員会

はこれで終了いたします。 

  午前11時８分閉会 

――――――――――――――― 
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